
間
顕
麗
鼠
鼠
糊
凶
悪
副
題
顕
回
一
顕
磁
額
制
胤
麗
盟
関
図
顕
盟
関
頭
顕
顕
磁
器
胤
顕
慰
問
胤
顕
踏

第
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回
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市
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会

定

例

会

会

議
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号

)
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一
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
三
日
(
土
曜
日
〉
午
前
十
時

一
、
館
山
市
役
所
議
場

一
、
出
席
議
員
二
十
七
名

一

番

神

田

守

隆

二

三

番

網

島

憲

治

四

五

番

福

原

動

)

七

八

番

石

井

昌

治

九

一

一

番

林

豊

一

一

一

一

三

番

近

藤

好

雄

一

四

一

五

番

伊

藤

幸

太

郎

一

六

一

七

番

黒

川

平

治

一

八

一

九

番

石

井

輝

久

二

O

二

一

番

吉

田

勇

治

郎

二

二

二

三

番

菊

井

敏

博

二

回

二

五

番

五

十

嵐

昇

二

六

二

七

番

石

井

正

二

八

二

九

番

安

西

益

男

一
、
欠
席
議
員
一
名

三

O

番

山

口

康

一
、
出
席
説
明
員

第
一
号
に
同
じ

一
、
出
席
事
務
局
職
員

第
一
号

K
同
じ

一
、
議
事
日
程
〈
第
四
号
〉

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
三
日
午
前
十
時
開
議

番番番番番番番番番番番番番

安伊和藤石流押渡粟松古横石

下賀溝井

謀功

礼
四
郎

正昭

井山元辺原

雄夫稔

源
次
郎

武

敏
益

治
一

郎

多

朗

徳

願

田図湾賀

日
程
第
一

掃棒、
、_，
‘ 

，ー一一入

選議語、
案案案
第第第
ノ、ノ、/、

十十十
四二一
号号号

己

議
案
第
六
十
三
号

日
程
第
二
人
一
議
案
第
六
十
五
回
骨

日
程
第

f一一一一一人一一一一一ー、
議議議
案案案
第第第
ノ、ノ、ノ、

十十十
八七六
号号号

日
程
第
四

日
程
第
五

議
案
第
六
十
九
号

発
議
案
第
四
号

開

+ 

館
山
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
三
号
)

館
山
市
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
〈
第
一
号
)

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
計
補
正
予
算
〈
第
一
号

ν

昭
和
五
十
五
・
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
〈
第
一
号
〉

昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
〉

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

K
つ
い
て

国
道
一
二
七
号
線
バ
イ
パ
ス
早
期
実
現
K

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

-99--

議

午
前
十
時
十
六
分
開
議

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
七
名
、
と
れ
よ

-P
第

四
回
・
市
議
会
定
例
会
第
四
日
の
会
議
を
開
会
し
、
直
ち
に
本
日
の
会
議
を
開

き
ま
す
。

議

案

の

配

イサ



O
議
長
円
五
十
嵐
昇
君
)
議
案
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。
議
案
の
配
付
漏

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

l
l
配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

本
自
の
議
事
は
b
手
元
K
配
付
の
日
程
表
に
よ
り
行
い
安
ナ
。

議

の

上

程

案

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
日
程
第
一
、
議
案
第
六
十
一
号
、
議
案
第
六
十

二
号
及
び
議
案
第
六
十
四
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
念
り
ま
し
た
各
議
案
は
、
と

も
K
去
る
-
十
二
月
九
日
の
本
会
議
k
b
い
て
総
務
委
員
会

K
付
託
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

よ
宮
て
、
と
れ
よ
り
各
議
案
に
対
す
る
総
務
委
員
会
k
b
け
る
審
査
の
経

過
並
び

K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

総
務
委
員
会
委
員
長
藤
田
益
治
君
、
御
登
壇
願
い
ま
す
。

〈
総
務
委
員
会
委
員
長
藤
田
益
治
君
登
壇
)

。
総
務
委
員
会
委
員
長
〈
藤
田
益
治
君
)
去
る
十
二
月
九
日
開
会
の
本
会
議

k
b
き
を
し
て
、
本
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
を
し
た
一
般
議
案
二
件
、
補

正
予
算
一
件
に
つ
き
ま
し
て
、
向
日
午
後
三
時
、
直
ち

K
総
務
委
員
会
を
招

集
し
、
全
員
出
席
の
も
と

K
各
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
Q

そ
の
経
過
並

び
K
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
を
す
。

さ
ず
、
議
案
の
慎
重
な
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
全
員
原

案
ど

b
p可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
え
し
委
し
た
。

次
W

件
、
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
主
左
る
事
項
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
六
十
二
号
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
交

メ.'タ~
，~ 

¥.....-

ド

通
事
故
に
闘
す
る
示
談
交
渉
は
そ
れ
ぞ
れ
主
管
謀
で
あ
た
っ
て
い
る
主
う
で

あ
る
が
、
慣
れ
念
い
仕
事
で
本
来
の
事
務
に
支
障
を
来
す
ζ

と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
専
門
の
事
故
係
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
考
え
は
念
い
か
と
尋

ね
ま
し
た
と
と
ろ
、
職
員
の
一
所
属
す
る
課
が
交
渉
す
る
場
合
と
事
故
係
が
交

渉
す
る
場
合
、
そ
れ
だ
れ
メ
リ
タ
ト
が
あ
る
と
思
う
、
民
間
の
企
業
で
は
確

か
に
事
故
係
を
設
け
て
い
る
と
と
ろ
も
あ
り
1

今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
旨
の
答
弁
が
あ
h
y
ま
し
た
。

次
に
、
議
案
第
六
十
四
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
三
号

K
つ
い
で
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
出
二
款
総
務
費
中
、
市
有
建
築
物
耐

震
診
断
委
託
料
五
十
二
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
と
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
県
k
b
い
て
は
県
士
管
財
産
の
耐
震
診
断
を
実
施
し

て
な
り
、
そ
れ

K
合
わ
せ
て
本
士
山
も
行
う
と
と

K
な
っ
た
、
対
象
ば
市
役
所

と
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
建
物
の
強
度
等
K
つ
い
て
専
門
家
K
診
断
し
て
い
た

だ
〈
と
の
説
明
が
な
さ
れ
、
念
会
委
託
料
は
電
算
機
に
入
れ
る
資
料
作
成
の

も
の
で
一
月
中

K
資
料
を
作
成
し
、
本
年
度
中
に
そ
の
結
果
を
出
し
て
い
た

だ
〈
旨
の
答
弁
が
あ
り
ぎ
し
た
。

次
K
、
交
通
安
全
対
策
費
中
百
六
万
五
千
円
の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
と
で
カ

l
プ
ミ
ラ

I
等
相
当
数
設
種
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
維
持

管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
い
を
し
た
と
と
ろ
、
カ
ー
ブ
さ
ラ

ー
は
現
在
四
百
四
十
基
設
置
さ
れ
て
b
り
、
担
当
職
員
が
常
時
巡
回
し
、
破

損
・
ま
た
は
不
良
の
も
の
は
旗
次
交
換
し
て
い
る
、
中

K
は
設
置
後
相
当
年
数

を
経
過
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
願
次
交
換
し
て
い
〈
、
ま
た

清
掃
wh
つ
い
て
は
地
元
の
皆
さ
ん
の
奉
仕
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ク

l

ス
も
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
さ
ら
に
清
掃

K
対
す
る
補
助
金
を
出
し
て
も

ら
え
念
い
か
重
ね
て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
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次
医
、
第
六
款
農
林
水
産
業
費
中
い
ち
ど
生
産
振
興
対
策
事
業
補
助
金
、

す
念
わ
ち
観
光
い
ち
と
に
つ
い
て
、
旅
館
組
合
と
い
ち
ど
組
合
と
の
話
し
合

い
は

E
の
よ
う
W
私
さ
れ
て
い
る
か
質
し
岳
ま
し
た
と
と
ろ
、
い
ち
ど
生
産
組
合

農
協
、
戸
旅
館
、
民
宿
組
合
等
で
四
回
程
度
協
議
し
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
二

月
か
ら
五
月

K
か
け
て
い
ち
ど
狩
h
F
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
と
と
で
、
現
在

細
稼
を
詰
め
て
い
る
、
ま
た
旅
館
も
民
宿
も
い
ち
ど
園
を
観
光
資
源
と
し
て

積
極
的
K
P
R
し
て
い
と
う
と
い
う
と
と
で
、
脹
調
w
h
進
ん
で
い
る
回
目
の
説

明
が
あ
b
会
し
た
ω

次
K
、
廃
プ
ラ
ス
チ
フ
マ
タ
処
理
事
業
補
助
金
が
二
十
一
万
五
千
円
誠
領
さ

れ
て
h
る
が
、
と
れ
は
収
集
日
が
指
定
さ
れ
て
い
る
と
と
ろ

K
減
額
の
原
因

が
あ
る
の
で
ほ
な
い
か
、
念
b
を
た
小
規
模
農
家
の
た
め

K
少
量
の
も
の

K

つ
い
て
は
+
般
廃
棄
物
と
開
様
の
銀
い
は
で
き
な
い
か
説
明
を
求
め
ま
し
た

と
ミ
ろ
)
簡
芸
用
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ァ
ク
対
策
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
b
h
y
回

収
事
業
を
実
絡
し
て
い
る
、
今
回
の
波
額
は
キ
ロ
当
た
り
の
処
理
費
が
安
〈

念
っ
た
た
め
で
あ
る
、
廃
ダ
ラ
ス
チ
y

タ
を
一
一
般
廃
棄
物
と
向
様
K
扱
う
と

と
は
む
ず
か
し
い
問
題
で
簡
単
に
は
結
諭
は
幽
せ
念
い
旨
の
答
弁
が
あ
-9
き

し
た
が
、
事
怯
b
小
規
模
農
業
者
の
将
来
牲
と
農
業
銀
興
の
た
め
に
と
れ
が
実

現
を
図
る
£
う
一
一
層
特
設
の
配
慮
と
研
究
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
要
望

を
い
た
し
さ
し
た
。

次
夜
、
否
定
複
合
地
域
一
環
境
対
策
事
業
補
助
金
で
す
が
、
本
事
業
は
際
農

公
容
を
な
〈
す
と
と
と
堆
肥
を
つ
〈
る
と
と
が
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、

施
設
設
億
周
辺
で
は
臭
気
等
の
苦
情
が
あ
る
と
聞
〈
が
ど
う
か
、
ー
ど
の
主
う

K
利
用
さ
れ
て
い
る
か
、
と
の
と
と
が
大
型
酪
農
家
に
固
有
化
さ
れ
て
い
念

い
か
の
質
疑
に
対
し
ま
し
て
、
本
事
業
は
希
望
歩
る
艶
農
家
と
務
穫
鹿
島
家
に

よ一
-P
農
業
高
串
庫
銀
興
組
合
を
給
成
し
て
事
業
を
管
官
て
い
る
汁
台
地
域
ど
る
K

.. 

¥日ノ

~ 
首.

堆
肥
舎
、
乾
燥
施
設
を
設
置
し
て
剥
用
さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
を
よ
〈
把
握

し
本
来
の
趣
旨
に
沿
わ
念
い
主
う
左
と
と
が
4

の
れ
ば
じ
か
る
べ
き
措
置
を
講

じ
た
い
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
w
h
、
八
款
土
木
費
中
、
土
木
工
事
。
執
行
K
あ
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
念

願
位
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
災
筈
復
旧
と
の
関
係
で
遅
れ
る
ζ

と
は
怠
い

か
、
き
た
現
在
の
職
員
で
は
十
分
か

E
ラ
-
か
伺
い
ま
し
た
と
と
る
、
前
年
度

w
h
h
u
h

て
一
応
緊
急
願
位
を
決
め
で
予
算
を
要
望
し
、
予
算
化
さ
れ
た
援
に

L
V

い
て
年
聞
の
執
行
計
画
を
立
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
災
害
復
問
事
業

と
の
関
連
も
あ
台
、
て
当
初
の
'
計
画
ど
h
u
h
y
w
h
い
か
念
い
と
と
も
あ
る
、
発
言

の
中
に
あ
っ
た
技
術
職
員
の
件
は
少
な
い
と
い
う
と
&
で
と
と
三
年
で
三
名

の
職
'
員
を
採
用

L
配
置
し
た
、
今
後
は
経
過
を
見
念
が
ら
充
実
を
図
フ
て
い

き
た
い
と
の
説
明
が
あ
b
ま
し
た
。

次
w
h
、
下
水
工
事
請
負
費
四
百
万
円
の
減
額
K
対

L
て
?
本
会
議
で
の
質

疑
も
あ
?
た
が
、
t

と
れ
は
来
年
度
実
施
さ
れ
る
見
込
み
絃
あ
る
か
問
、
金
体
の

工
事
概
要
に
つ
い
て
hv
尋
ね
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
:
本
年
度
国
@
補
助
金
が
得

ら
れ
ま
か
っ
た
の
で
五
十
六
年
度

K
要
望
し
て
い
る
♂
先
般
堅
守
相
官
ン
ダ
が

あ
?
た
が
、
五
十
六
年
度
新
規
事
業
と
し
て
要
望
の
あ
る
下
水
路
は
鎗
山
だ

け
と
い
う
と
と
で
、
補
助
金
が
つ
〈
確
率
は
か
念
h
g
高
い
の
で
は
老
い
か
と

県
の
関
係
者
も
言
っ
て
必
授
、
明
る
h
見
過
し
ー
と
考
え
て
い
る
、
事
業
の
概

~
薗
賓
と
し
て
は
現
在
素
掘

p
で
四
メ

t
b
t
H
近
〈
の
幡
が
あ
る
、
そ
@
う
ち
三

、
メ

1
a
r
ル
を
都
市
下
水
路
、
一
メ

I
争
ん
を
工
業
廃
水
と
い
ラ
ζ

と
で
富
士
デ

1
1
1
ゼ
ル
が
行
う
、
都
市
下
水
路
三
メ
ー
ト
ル
部
分
忙
つ
い
て
紋
水
路
用
地

一
を
い
う
と
と
で
寄
付
を
も
て
〈
れ
る
と
と

K
4晶
君
て
い
る
A

総
事
業
費
一
億

.
'
円
で
事
業
年
度
は
一
三
年
か
ら
四
年
〈
ら
い
と
思
う
ua
の
説
明
が
あ
h

引
を
し
た
。

一
次
V
R
一
)
城
山
公
園
田
m
地
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
h
w
る
が
、
ど
@
部
分
の
用
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地
を
購
入
す
る
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
ヲ
富
士
興
産
所
有
の
土
地
の
一
磁
を

購
入
す
る
、
残
-9
は
布
の
開
発
公
社
に
委
託
し
同
時
K
買
収
す
る
が
、
補
助

金
が
つ
き
次
第
市
で
購
入
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
v
h
、
鎗
山
運
動
公
園
整
備
事
業
負
担
金
が
減
額
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
を
質
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
当
初
国
の
事
業
を
三
億
五
千
万
円
、
県

の
事
業
を
三
千
万
円
と
見
込
み
負
担
金
を
計
上
し
た
が
、
予
算
化
さ
れ
た
の

が
国
二
億
四
千
万
円
、
県
が
四
千
万
円
で
あ
h
y
、
負
担
金
千
八
百
万
円
の
減

額
に
左
っ
た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
一

O
款
教
育
費
中
、
小
学
校
費
で
西
小
、
東
小
k
b
い
て
雨
漏
り

が
す
る
と
開
〈
が
ど
う
か
伺
い
ま
し
た
と
と
ろ
、
東
小

K
つ
い
て
は
雨
漏
り

が
す
る
都
度
連
絡
が
あ
り
営
繕
手
に
よ
っ
て
直
す
ま
う
に
し
て
い
る
、
西
小

に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
今
後
そ
の
工
う
念
事
実
が
あ
れ
ば
対
処
す

る
旨
の
答
弁
が
あ
h
y
ま
し
た
。

次
に
、
九
重
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
請
負
費
六
千
三
百
万
が
減
額
に
念
っ

て
h
u
h
p
、
本
会
議
で
も
質
疑
が
念
さ
れ
た
が
、
補
助
対
象
に
念
ら
念
い
校
舎

を
補
修
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
改
築
が
延
び
る
と
い
う
と
と
は
念
い
か
ど
う
か
質

し
ま
し
た
と
と
ろ
、
外
蔚
的
に
は
き
れ
い
に
つ
〈
れ
る
が
骨
組
み
が
じ
ょ
う

ぶ
に
念
る
と
と
は
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
、
本
会
議
で
申
し
上
げ
た
五
千
五

百
点
と
い
う
の
は
暫
定
的
念
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
四
千
五
百
点
で
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
が
五
千
五
百
点
と
い
う
と
と
は
今
後
も
続
〈
で
あ
ろ
う
と
患

わ
れ
る
、
続
〈
ま
ら
ば
そ
う
長
〈
念
い
う
ち
に
改
築
が
で
き
る
と
い
う
の
が

見
過
し
で
る
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
委
し
た
。

次一
K
、
六
療
保
健
体
育
費
中
、
八
節
報
償
費
並
び
に
一
二
節
役
務
費
K
ロ

ー
ド

ν
I
ス
関
係
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の
内
容
K
つ
い
て
説

明
を
顧
い
、
ま
た
三

R
K実
施
す
る
と
い
う
の
は
観
光
的
な
麗
で
花
を
考
え

，.，.r豆

、〆L 

一一畠薗面歯菌酋

て
の
と
と
で
あ
る
と
思
う
が
茜
嵐
が
強
い
の
で
は
な
い
か
説
明
を
求
治
ま
し

た
と
と
ろ
、
ロ
ー
ド

ν
l
ス
の
ザ
ハ

I
サ
ル
で
内
容
的
に
一
-
一
と
h
v
h
p
の
3
1

ス
で
二
十
キ
ロ
、
十
キ
ロ
、
五
キ
ロ
コ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
、
い
ず
れ
も
起

点
、
終
点
は
房
南
中
学
で
あ
夕
、
そ
と
で
他
の
地
域
で
は
花
の
乏
い
時
期
K

本
市
で
は
き
れ
い
w
h

咲
〈
と
い
う
観
光
的
念
蕗
か
ら
と
の
臨
時
期
を
考
え
た
、

左
h
v
測
候
所
の
話
で
は
三
月
に
入
る
と
西
風
は
念
〈
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

と
と
だ
っ
た
、
本
年
度
は
三
月
八
日
に
行
わ
れ
、
来
・
年
度
は
最
終
的
念
準
備

五
十
七
年
度
す
な
わ
ち
五
十
八
年
の
二
月
後
半
か
ら
三
月
に
か
け
本
大
会
を

行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
K
、
補
正
予
算
給
与
費
明
細
書
K
つ
い
て
、
本
会
議
で
も
質
疑
が
ま
さ

れ
た
が
、
議
員
数
の
補
正
を
今
回
走
ぜ
し
な
か
っ
た
の
か
、
補
正
す
べ
き
で

は
念
い
か
を
ι
F
尋
ね
じ
・
ま
し
た
と
と
ろ
、
従
前
議
員
等
の
補
正
拡
三
月
議
会

で
行
わ
れ
て

b
b
今
回
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
が
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
h
y
た

い
旨
の
答
弁
が
あ

P
委
し
た
。

次
v
h
、
第
三
表
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い
て
、
と
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
と
と
ろ
、
二
十
五
年
償
還
で
そ
の
う
ち
据
え
置
き
五
年
、
一
冗
潤
償

還
二
十
年
、
据
え
置
き
期
間
中
は
利
子
を
払
い
、
五
年
以
後

K
つ
き
ま
し
て

は
元
剰
償
還
K
在
る
、
剰
怠
は
六
分
五
庫
、

ζ

の
事
業
K
つ
き
ま
し
て
は
県

営
ほ
場
整
備
で
実
施
し
た
事
業
で
稲
地
区
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
は
三
千

一
一
一
百
八
十
久
万
円
と
の
二
五
係
八
百
四
十
七
万
円
、
さ
ん
の
う
橋
か
け
か
え

工
事
千
五
百
二
十
万
円
と
の
こ

odw三
百
八
十
万
円
、
幹
静
農
道
組
問
装
は
総
延

長
が
ニ
千
八
百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
う
ち
館
山
市
分
二
千
九
十
七
メ
ー

ト
ル
、
三
芳
A
M
が
七
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
館
山
市
の
事
業
費
八
千
四
百
六
十

五
万
円
ζ

の
二
五
¢
で
二
千
百
十
五
万
円
、
合
計
で
三
千
三
百
四
十
二
万
円

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
な
争
市
当
局
に
あ
っ
て
は
、
と
れ
が
安
房
中
央

-1程一
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土
地
改
良
区
の
事
業
で
あ
る
が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
事
前
協
議
等
の
段
階

で
地
域
の
交
通
事
情
等
を
十
分
に
勘
案
し
、
地
域
住
民
が
不
便
を
来
さ
念
い

よ
う
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
要
望
を
い
た
し
ム
唆
し
た
。

次
に
、
第
四
表
地
方
債
補
正
に
つ
い
て
、
土
木
関
係
の
起
債
が
増
額
さ
れ

て
そ
れ
に
伴
い
一
一
般
財
源
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
分
を
他
の
土
木
関

係
の
事
業
に
積
極
的
に
振
り
向
け
て
住
民
の
要
望
に
と
た
え
て
も
ら
い
た
い

趣
旨
の
要
望
を
い
た
し
を
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
三
件
に
つ
い
て
総
務
委
員
会

k
b
け
る
審
査
の
概
要
を
御
報
告
申
し
上
げ
、
満
場
。
御
賛
同
を
賜
り
ま
す

よ
ラ
hv
願
い
申
し
上
げ
安
し
て
、
総
務
委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し
室
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
を
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
御
質
疑
を
敏
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
!
!
御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
之
宮
て
質
疑
を
終
結
い
た

し
を
す
。

と
れ
よ
り
討
論

K
入
h
J
ま
す
。
通
告
に
よ
る
討
論
は
る
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
o
l
l
a
討
論
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を

終
結
い
た
し
ま
す
。

採

決

。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
b

採
決
は
一
括
し
て
行
い
を
す
。

議
案
第
六
十
一
号
、
議
案
第
六
十
二
号
及
び
議
案
第
六
十
四
号

K
つ
い
て

の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ

P
ま
す
。

各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど

b
b
可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
h
y
一
を
せ
ん

A
H

。

+ 

す

)

内

-ー

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
安
す
。
ょ
ョ
て
議
案
第
六

十
一
号
、
議
案
第
六
十
二
号
及
び
議
案
第
六
十
四
号
の
各
議
案
は
い
ず
れ
も

原
案
ど
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

上

程

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
日
程
第
二
、
議
案
第
六
十
三
号
及
び
議
案
第
六

十
五
号
の
各
議
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
ナ
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
報
告

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
を
議
題
と
念
・
9
を
し
た
各
議
案
は
と
も

に
去
る
十
二
月
九
日
の
本
会
議
k
b
い
て
文
教
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
U

よ
っ
て
、
と
れ
よ
り
各
議
案
K
対
す
る
文
教
民
生
委
員

会
k
b
け
る
審
査
の
経
過
並
び

K
結
果

K
っ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
伊
賀
多
個
別
君
。
御
登
壇
願
い
ま
す
。

(
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
伊
賀
多
額
君
登
壇
)

。
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
(
伊
賀
多
甥
君
〉
本
定
例
議
会
k
b
い
て
去
る

十
二
月
九
日
文
教
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
を
し
た
議
案
二
件

K
つ
い
て
、

翌
十
日
委
員
会
を
招
集
し
慎
重
念
る
審
査
を
行
い
を
し
た
。
以
下
委
員
会
w
h

b
け
る
経
過
並
び

K
結
果
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
最
初

K
、
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
御
報
&
匂
申
し
上
げ
を
す
。

議
案
第
六
十
三
号
館
山
市
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
を
た
議
案
第
六
十
五
号
昭
和
五

十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
一
号

K
つ
い
て
は

焚
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
司
会
h
y
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
を
し
た
。
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次
V
件
、
審
査
の
経
過
k
b
け
る
主
念
る
事
項

K
つ
い
て
・
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
六
十
三
号
K
つ
台
-
ま
し
て
、
市
独
自
の
ζ

の
制
度
の
位
置
づ
け

K

つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
と
と
ろ
、
本
市
の
制
度
は
寄
付
さ
れ
た
原
資
を

も
っ
て
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
次
い
で
国
で
は
利
子
を
つ
け
て
返
還
さ
せ
る

と
か
、
返
還
期
間
の
短
絡
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
市
で
は
ど
う
か
と
質
し

た
と
と
ろ
、
利
子
を
つ
け
る
と
と
は
将
来
と
も
考
え
て
い
念
い
、
期
間
に
つ

い
て
は
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
有
効

K
利
用
す
る
た
め
に
あ
ま
り
長
い
と
回

収
K
困
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

貸
付
基
準
を
質
し
た
と
と
ろ
、
学
業
一
ニ

O
d
w、
所
得
五
五

dw、
資
産
一
五

¢
の
割
合
で
、
所
得
K
つ
い
て
は
関
係
官
庁
の
証
明

K
よ
っ
て
検
討
し
て
い

る
が
、
不
公
平
の
念
い
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。
を
た
償
還
の
滞
納
念
ど

現
時
点
で
は
全
〈
念
い
と
い
う
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

次
W

件
、
議
案
第
六
十
五
号

K
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
費
の
現
況
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
五
十
五
年
度
積
算
K
あ
た
っ
て
は
決
算
対
比
で
医

療
費
二

O
d
w上
昇
を
見
込
ん
で
h
g
h
y

告
示
し
た
、
と
れ

K
は
医
療
費
の
改
定
分

七
・
七
d

加
を
含
め
て
b
り
を
す
が
、
現
在
の
と
と
ろ
一
四
・
七
婦
の
伸
び
で

予
算
の
ワ
タ
内
で
推
移
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
を
し
た
。

さ
ら
に
、
と
の
分
は
来
年
度
の
余
裕
財
源
と
し
て
見
込
め
る
の
で
は
設
い

か
と
質
問
し
ま
し
た
と
ζ

ろ
、
現
在
は
九
月
ま
で
の
支
払
い
し
か
わ
か
っ
て

い
念
い
、
例
年
冬

K
向
か
っ
て
の
下
期
の
ほ
う
が
多
い
が
、
五
、
六
千
万
円

ぐ
ら
い
は
繰
h
y
越
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
じ
を
持
ヨ
て
い
る
と
の
回
答
ゐ

が
あ
り
、
を
た
医
療
費
が
上
が
れ
ば
行
政
上
健
全
財
政
を
維
持
す
る
と
い
う

た
て
ま
え
か
ら
被
保
験
者

K
負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
念
ら
念
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
費
な
ど
の
超
過
負
担
医
つ
い
て
は
、
事
務
費
と
し
て
国
が
認

一議... 

~ヘ

ー_./

め
念
い
も
の
が
あ
る
、
納
税
組
合
の
報
償
金
念
ど
は
認
め
ら
れ
て
い
念
い
、

大
体
六
千
万
〈
ら
い
の
事
務
費
の
う
ち
六
五
左
い
し
七

O
¢
交
付
さ
れ
て
い

る
が
、
二
、
三
千
万
程
度
超
過
負
担
が
あ
り
、
さ
ら

K
一
般
会
計
か
ら
操
り

入
れ
る
時
期
K
き
て
い
る
の
で
は
念
い
か
と
の
問
い

K
、
国
保
の
加
入
者
は

市
民
大
多
数
で
は
設
い
の
で
一
般
会
計
で
負
担
す
る
と
と
は
必
ず
し
も
公
平

で
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
税
が
何
¢
上
が
っ
た
と
き

K
財
政
調
整
基
金
を
取
り
〈
ず
す

か
と
質
し
た
と
と
ろ
、
基
準
と
言
わ
れ
て
も
困
る
、
基
金
は
不
測
の
事
態
に

対
す
る
備
蓄
で
あ
り
二
億
円
ぐ
ら
い
積
み
立
て
た
い
、
自
然
増
は
税
と
し
て

負
担
し
て
い
た
だ
き
、
医
療
費
改
定
分
に
つ
い
て
拡
国
保
運
営
協
議
会
念
ど

で
相
談
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

国
保
税
の
収
納
状
況

K
つ
い
て
は
、
五
十
二
年
度
現
年
度
分
九
五
・
四
九

dw、
繰
越
分
二
七
・
五
五

dw、
五
十
三
年
度
現
年
度
分
九
五
・

O
一
二
必
戸
、
繰

越
分
二
七
・
四
一
婦
、
五
十
四
年
度
現
年
度
分
で
丸
四
・
一
一
¢
、
繰
越
分

二
一
一
一
・
七
五
d

初
で
あ
り
、
本
年
度
十
一
月
末
現
在
で
現
年
度
K
つ
い
て
は
調

定
対
比
で
五
回
・
八
三

dw、
昨
年
同
期
と
比
べ
て
一
・

O
二
dw土
昇
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

支
え
、
留
保
財
政
の
健
全
化

K
つ
い
て
、
国
に
対
す
る
働
き
か
け
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
老
人
医
僚
の
別
立
々
を
あ
ら
ゆ
る
組
織
、
機
会
に

陳
情
し
て
い
る
と
の
と
と
で
し
た
。

次
W

件
、
国
保
税
の
納
税
組
合
へ
の
加
入
率
は
五
九
・
ご

O
a
wで
、
加
入
者

一
O
O係
近
〈
納
税
し
て
b
り
、
ま
た
病
気
K
か
か
ら
な
い
人
に
対
す
る
報

償
金
に
つ
い
て
は
、
と
の
制
度
は
共
済
制
度
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
御
理
解

い
た
充
電
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
討
論

K
移
h
p
、
反
対
の
立
場
で
、
税
負
担
を
と
れ
以
上
ふ
や
さ

-104-
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事

e
n
L
)

た
い
と
い
う
と
と
か
ら
基
金

K
積
み
立
て
る
と
い
う
と
と
、
を
た
基
金
む
運

用
K
つ
い
て
反
対
で
あ
る
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

原
案
ど
hv
タ
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
文
教
民
生
委
員
会

K
付
託
さ
れ
を
し
た
議
案

K
つ
い
て
、
本
委
員

会
の
審
査
の
雛
要
を
御
報
告
山
中
じ
上
げ
・
ま
し
た
。
満
場
一
致
の
卸
賛
同
を
賜

P
ま
す
よ
う
b
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
文
教
民
生
委
員
会
委
員
長
の
報
告
を

終
h
y
安
す
c

あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま

L
た。

5

0
議
長
〈
五
十
嵐
昇
震
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
h
y
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
郵
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ

い
ま
せ
ん
か
。

i
1
御
質
疑
念
し
£
認
め
ま
す
。
以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た

し
を
す
。

討

論4

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
と
れ
よ
り
討
論

K
入
り
ま
す
。

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
発
言
を
許
し
ま
す
。
一
番
議
員
神
田
守
隆
君
。
御

畳
壇
願
い
ま
ナ
。

(
一
番
議
員
神
田
守
隆
君
筆
纏
)

O

一
番
〈
神
間
γ

守
強
君
〉
議
案
第
六
十
五
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
国
民

健
康
保
検
特
別
会
計
補
正
予
算
第
一
号
に
つ
い
て
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
一
億
五
千
六
百
七
十
四
万
六
千
円

の
う
ち
二
分
の
一
相
当
分
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
が
、
国
保
税
は
本
年
度
わ
ず
か
ば
か
・
9
の
減
税
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、

も
は
や
市
民
の
税
負
担
能
力
の
限
界

K
あ
る
も
の
で
す
。
と
れ
以
上
の
増
税

な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
収
入
土
木
済
績
の
増
大
念
ど
他
の
税
目
と
比
較
し
て
も

と
う
し
た
、
事
態
に
あ
る
と
と
は
明
瞭
で
あ

P
ま
す
。

~ 

e 

繰
越
金
は
財
政
調
整
基
金
へ
の
瞳
積
み
立
て
で
は
念
〈
滋
説
K
援
h
日
向
け
る

べ
き
で
す
。
念
ぜ
ま
ら
も
と
も
と
繰
越
金
は
昭
和
五
十
四
年
度
で
医
療
給
付

念
E
の
見
込
み
が
実
際
よ
り
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
結
果
的
K
み
れ
ば

国
保
税
を
多
〈
取
り
過
ぎ
た
か
ら

K
ほ
か
を
り
委
せ
ん
。
五
十
四
年
度
の
繰

越
金
一
億
五
千
六
百
七
十
四
万
六
千
円
は
一
世
帯
当
た
'
約
一
万
七
千
円
も

多
〈
国
保
税
を
取
・
9
過
ぎ
た
と
と
に
な
り
ま
す
。
滋
税
U
だ
め

K
と
?
の
宅
財
源

を
有
効

K
活
用
す
べ
き
で
す
。

と
と
ろ
で
、
当
局
の
説
明
で
は
、
財
政
調
整
基
金
残
高
J

を
二
億
円
に
全
一
で

し
た
い
と
の
と
と
で
す
が
、
と
れ
ば
一
世
帯
平
均
約
二
万
一
千
円
も
の
'
負
一
担

を
す
る
と
と
に
相
当
い
た
し
を
す
。

国
保
説
の
負
担
の
軽
滋
が
切
実
な
と
き
W

件
、
、
市
民
K
と
の
よ
う
念
負
担
を

求
め
る
や
り
方
位
承
服
で
き
あ
も
の
で
は
あ
-
?
を
せ
ん
。
と
う
し
た
ζ

と'か

ら
と
の
基
金
へ
の
繰
-P
入
れ

K
反
対
を
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
以
土
で
通
告
者

K
£
る
討
論
を
終
h
p
を
す
。

通
告
を
し
な
い
議
員
で
討
論
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
i
j
'
討
論
念
し
と
認

め
ま
す
。
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
を
す
。
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採

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
・
と
れ
よ
-P
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
分
割
し
て
行
い
ま
す
。

会
ず
、
議
案
第
六
十
三
旦
ち
に
つ
い
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
六
十
三
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
P
ま
す
。

議
案
第
六
十
三
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
b
h
y
可
決
す
る
ζ

と
K
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。

1

-

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y

〉

決



γ

一FYEE~ト
K
E
E
Fド
i
f
f
i
E
V
E
k
i
l
F長
会
主

。
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
六

十
三
号
舘
山
市
奨
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ

い
て
は
原
案
ど
か
り
可
決
さ
れ
嘩
仇
し
た
。

次
い
で
、
議
案
第
六
十
五
号
K
つ
い
て
起
立
K
よ
P
採
決
い
た
し
を
す
。

欝
集
第
六
十
五
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
六
十
五
号
を
委
員
長
の
報
告
ど
b
h
y
可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君

の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〈
賛
成
者
起
立
)

F

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
六
十

五
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
は
原
案

E
h
H
9
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

程

の

上

。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
》
日
程
第
三
、
議
案
第
六
十
六
号
乃
至
議
案
第
六

十
八
号
の
各
特
別
会
計
補
正
予
算
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
を
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
報
告

。
議
長
〔
五
十
嵐
昇
君
)
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
各
議
案
綜
と
も

に
去
る
十
二
月
九
日
の
本
会
議
k
b
い
て
建
設
経
済
委
員
会
K
付
託
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

主
っ
て
、
と
れ
よ
多
各
書
案
K
対
す
る
建
設
経
務
委
員
会
whhu
け
る
審
査

の
経
過
並
び

K
結
果
に
つ
き
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
。
御
登
壇
額
い
を
す
。

(
建
設
経
積
委
員
会
委
員
長
流
山
源
次
郎
君
登
壇
〉

。
建
設
経
済
委
員
会
委
員
長
(
流
出
源
次
郎
君
〉
去
る
十
二
月
九
日
開
会
の

際腰鞍好

杢

Fγ
ー
ト
)
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本
会
議
k
b
き
委
し
て
本
建
設
経
済
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
六

十
六
号
乃
至
六
十
八
号
に
つ
い
て
、
十
二
月
十
一
一
日
建
設
経
済
養
員
会
を
招

集
し
、
各
議
案
wh
つ
い
て
慎
重
念
る
審
査
の
結
果
、
原
案
ど
b
hヲ
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
を
し
た
。

次
W

件
、
審
査
の
経
過

K
つ
い
て
主
念
る
事
項
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
六
十
六
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計

補
正
予
算
第
一
号

K
つ
い
て
、
県
支
出
金
増
額
K
つ
い
て
の
理
由
を
間
い
全

し
た
と
と
ろ
、
当
初
千
六
百
三
十
六
万
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
が
、
県
の
ほ

う
で
極
力
+
m
k
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
与
え
左
い
と
い
う
と
と
で
、
そ
の
後
の
人

件
費
の
増
か
ら
と
の
額
に
決
定
し
た
と
の
回
答
を
得
て
金
田
貝
原
案
ど
h
u
p
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次
夜
、
議
案
第
六
十
七
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
一
一
号
に
つ
い
て
主
念
る
質
疑
応
答
を
報
告
い
え
し
愛
す
。

七
七
ペ
ー
ジ
の
工
事
費
減
額
の
理
由
に
つ
い
て
た
だ
し
を
し
た
と
ζ

ろ、

県
道
館
山
長
尾
崎
鰍
の
関
係
で
当
初
直
営
工
事
と
し
て
配
水
管
布
設
本
復
旧
工

事
を
計
画
し
た
が
、
と
の
工
事
を
県
が
施
行
す
る
と
と
に
伴
い
工
事
請
負
費

か
ら
負
担
金

K
組
み
か
え
を
し
た
、
配
管
延
長
千
八
百
八
十
メ
ー
ト
ル
、
道

路
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
県
が
と
れ
か
ら
発
注
す
る
と
の
答
え

K
対
し
、
工

事
請
負
費
か
ら
負
担
金
に
組
み
か
え
を
し
た
と
と
に
よ
っ
て
逆
K
市
の
負
担

が
ふ
え
た
ん
で
は
念
い
か
と
の
問
い
に
対
し
、
配
管
を
す
る
計
百
閣
の
延
長
K

宅
途
の
関
係
が
あ
り
、
負
担
金
に
は
含
ま
れ
て
い
る
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
宅
造
業
者
の
負
担

K
走
る
、
収
入
で
四
十
万
円
計
上
し
た
旨
の
答
弁
が
あ

h
H
J

。

-1随一

収
益
的
収
入
の
受
取
利
息
が
百
万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
K
つ
い
て
た

だ
し
た
と
と
ろ
、
本
年
度
当
初
k
b
い
て
国
の
抑
制
政
策
の
関
係
で
発
注
を
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抑
制
し
た
と
と
や
、
起
債
事
業
が
は
っ
き
り
し
念
か
っ
た
た
め
発
注
が
遅
れ

た
と
と
に
よ
る
支
払
い
の
関
係
、
を
た
一
般
会
計
関
係
か
ら
の
一
億
円
程
度

の
補
助
金
、
支
出
金
が
あ
り
資
金
繰
り
が
工
か
っ
た
た
め

K
、
定
期
預
金
、

通
知
預
金
、
普
通
預
金
k
b
い
て
百
万
円
の
増

K
な
っ
た
旨
の
説
明
が
あ
り
。

七
一
ペ
ー
ジ
の
資
金
計
画
の
前
年
度
未
収
金
K
つ
い
て
、
そ
の
内
容
等
に

つ
き
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
あ
り
、
五
十
四
年
度
二
月
、
三
月
分
の
料
金
が
四

月
K
入
っ
て
〈
る
関
係
で
大
部
分
が
朱
収
金
K
な
っ
て
hu
り
、
前
年
度
決
算

で
は
四
千
三
百
十
一
万
で
あ
り
、
現
在
全
で
収
納
さ
れ
た
額
が
四
千
八
十
万

九
百
二
十
円
で
あ
り
、
本
年
度
中

K
収
入
で
き
る
見
込
み
で
資
金
計
磁
と
し

て
前
年
度
未
収
金
と
し
て
四
千
百
六
十
万
六
千
円
を
計
上
し
た
旨
の
説
明
が

あ
り
。
前
年
度
来
払
金
は
四
百
五
十
二
万
増
額
補
正
さ
れ
た
の
を
た
だ
し
ま

し
た
と
と
ろ
、
五
十
四
年
度
決
算
に
た
い
て
未
払
金
が
七
百
五
十
二
万
と
確

定
し
た
の
で
今
回
補
正
し
た
旨
の
答
え

K
対
し
、
前
年
度
未
収
金
も
決
算
で

確
定
し
た
の
で
は
老
い
か
と
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
前
年
度
末
収
金
に
つ
い
て

は
未
納
の
関
係
が
あ
り
、
確
定
し
て
い
念
い
旨
の
一
得
答
弁
が
あ
り
。

水
道
料
金
の
滞
納
整
理
は
ど
の
よ
う
忙
し
て
い
る
か
を
問
う
た
と
ζ

ろ、

払
わ
設
い
者
K
つ
い
て
は
給
水
停
止
の
措
置
を
と
ョ
て
必
り
、
五
十
四
年
度

二
十
件
停
止
し
た
、
最
後
ま
で
残
っ
た
の
が
六
件
で
あ
る
と
の
答
え
K
対
し
、

滞
納
解
消
と
弱
い
工
事
施
行
業
者
の
育
成
を
要
望
し
、
全
員
原
案
賛
成
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

次
W
件
、
議
案
第
六
十
八
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計

補
正
予
算
第
二
号

K
つ
い
て
の
内
容
報
告
の
主
念
も
の

K
つ
い
て
次
の
ど
と

〈
応
答
が
ど
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
宿
泊
者
数
の
大
幅
減
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
予
算
積

算
wh
あ
た
9

て
は
五
月
営
業
開
始
と
い
ラ
と
と
と
施
設
が
新
し
〈
な
ヨ
た
と

+ー

十

)

と
も
あ
ヨ
て
利
用
率
六

O
¢
で
積
算
し
た
が
、
実
際
の
開
業
は
六
月
三
尽
に

な
っ
た
と
と
と
新
し
い
施
設

K
念
っ
た
ζ

と
が
考
え
ら
れ
る
、
念
会
五
月
の

宿
泊
者
は
二
千
四
百
三
十
六
名
を
積
算
し
て
い
た
旨
の
答
弁
が
あ
り
。

宿
泊
、
貸
席
、
会
議
が
滅
ョ
て
い
る
が
飲
物
類
が
伸
び
て
い
る
と
と

K
つ

い
て
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
語
、
ピ

1
ル
が
料
金
的
に
一
本
三
十
円
ず
つ
上
が

っ
て
い
る
、
増
料
理
の
注
文
が
ふ
え
た
と
と

K
つ
れ
て
欽
物
が
ふ
え
て
い
っ

た
と
思
う
が
、
は
っ
き

D
し
た
理
由
は
わ
か
ら
念
い
旨
の
回
答
あ
り
。

各
手
当
の
滋
額
補
正
を
開
い
た
る
と
ζ

ろ
、
開
業
の
一
カ
月
遅
れ
、
職
員

の
異
動
に
よ
る
旨
の
答
え
あ
り
。

宣
伝
方
法

K
つ
い
て
は
国
民
宿
舎
協
会
、
あ
る
い
は
単
独
で
新
聞
広
告
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
〈
ヨ
て
宣
伝
し
て
い
る
。

年
間
休
憩
利
用
者
数
の
四
千
人
確
保
を
た
だ
し
、
純
然
え
る
休
懇
者
は
現

在
の
と
と
ろ
千
五
百
人
で
、
と
れ
か
ら
忘
年
会
、
新
年
会
、
春
の
シ
ー
ズ
ン

で
四
千
人
は
hv
・
か
む
ね
確
保
で
き
る
旨
の
回
答
を
得
、
来
年
度
の
見
通
し

K

つ
い
て
を
た
だ
し
た
と
と
ろ
、
新
し
い
施
設
が
で
き
た
効
果
が
出
て
〈
る
も

の
と
患
う
し
、
サ
ー
ビ
ス
、
料
理
の
面
で
も
充
実
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

を
得
、
西
岬
荘
、
い
と
い
の
村
等
は
計
画
宿
泊
者
を
確
保
で
き
る
状
況
に
あ

る
と
間
〈
、
鳩
山
荘
も
将
来
設
h
v
発
展
さ
せ
る
た
め
予
算
婦
成
忙
あ
た
っ
て

も
十
分
配
慮
さ
れ
、
宣
伝
等

K
よ
タ
一
一
婦
の
努
力
を
臨
時
い
た
い
と
の
要
襲
を

申
し
入
れ
、
全
員
原
案
賛
成

K
決
定
い
た
し
を
し
た
。

以
上
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
審
査
概
要
を
御
報
告
申
し

上
げ
、
満
場
の
御
賛
同
を
賜
-P
を
す
よ
う
h
u
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
建
設
経

積
委
員
会
委
員
長
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
以
上
で
委
員
長
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
K
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
ど
ざ
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い
安
せ
ん
か
。

i
i御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
工
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た

し
ま
す
。
と
れ
よ
h
y
討
論

K
入
り
ま
す
。
通
告
は
あ
り
を
せ
ん
で
し
た
。
討
論
は
あ

・

9
ま
せ
ん
か
。

l
i
z
討
論
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し

ま
す
。

揺

決

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
一
括
し
て
行
い
ま
す
1

議
案
第
六
十
六
号
乃
至
議
案
第
六
十
八
号

K
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は

原
案
可
決
で
あ
り
ま
す
。
各
議
案
を
委
員
長
の
報
告
ど

hvp可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
六

十
六
号
乃
至
議
案
第
六
十
八
号
の
各
特
別
会
計
補
正
予
算
は
い
ず
れ
も
原
案

ど
b
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

上

程

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
日
程
第
四
、
議
案
第
六
十
九
号
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦

K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
願
い
ま
す
。

〈
書
記
朗
読
〉

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
(
五
十
嵐

昇
君
)

議
案
の
説
明
を
求
め
室
す
。

司ト

をき

〆で
'-' 

ピ
一
;
一
一
ザ
恒
三
彦

通薗面画面画

(
市
長
半
湾
良
一
君
登
壇
〉

O
市
長
(
半
湾
良
一
一
志
)
.
議
案
第
六
十
九
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

K
つ
い
て
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
法

K
基
づ
き
ま
し
て
館
山
市
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
を
求
め
ら
れ
て
必
り
を
す
の
で
、
小
津
賓
き
ん
、
伊
海
き
よ
さ
ん
、
小

湾
正
治
さ
ん
、
島
野
茂
樹
郎
さ
ん
の
四
人
の
方
を
最
適
任
と
信
じ
ま
し
て
御

推
薦
由
申
し
上
げ
、
御
承
認
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
〈
b

w

願
い
い
た
し
ま
す
。

a
O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
説
明
は
終
り
ま
し
た
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1
1
御
質
疑
念
し
と
認

め
を
す
υ

よ
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
を
す
。

C> 、J毛盆蕗"0"，

委

員

会

付

託

の

省

略
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O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)

h

u

諮
り
い
た
し
を
す
。

本
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
付
託
革
び
に
討
論
を
省
略
、
直
ち

K
採
決
す
る

ζ

と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
事
仏
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

採

決

O
議
長
(
五
十
嵐
宍
君
)
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど

hvp可
決
す
る
と
と

K
御
異
議
あ
-P
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h

y

)

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
を
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原

案
ど

b
p可
決
さ
れ
を
し
た
。¥._}" 

a
R
5
4
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事

亀
戸
〉

寮

上

程

議

の

O
議
長
(
宜
十
嵐
昇
君

v
a程
第
五
、
発
議
案
第
四
号
国
道
一
二
七
号
線

バ
イ
パ
ス
早
期
実
現
K
関
す
る
意
見
書
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

‘
議
案
の
個
別
読
を
厳
い
ま
す
。

入
-
書
記
朗
読
〉

O
議
長
(
五
す
嵐
昇
君
)

以
上
で
朗
読
は
終
り
を
し
た
。

議

案

の

内

容

説

明

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
)
提
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

二
四
香
一
議
員
和
留
一
郎
君
。
7

御
登
壇
願
い
ま
す
。

〈
二
四
番
議
員
和
国
J

一
郎
君
登
壌
〉

O
二
四
番
〈
和
国
一
郎
君
〉
発
議
案
第
四
号
国
道
一
二
七
号
線
バ
イ
パ
ス
早

期
実
現
花
関
す
る
意
見
書
に
つ
き
提
裳
理
由
を
-
調
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
細
念
内
容
に
つ
き
告
示
し
て
は
一
、

b
手
一
広
に
配
付
の
と
か
h
y
で
あ
り
ま
し

て
、
す
で

K
皆
さ
ん
方
十
分
調
理
解
を
い
た
だ
い
て
hu
る
も
の
と
考
え
て
か

り
ま
す
。

国
道
二
一
七
号
線
の
現
況
は
、
自
動
車
の
大
衆
化
、
余
暇
利
用
の
拡
大
等

K
伴
い
、
激
増
す
る
交
通
需
要
Kt対
応
で
き
念
い
状
況
に
あ

P
を
し
て

f
従

前
か
ら
沿
藤
市
町
村
あ
げ
て
パ
イ
バ
ス
建
設
促
進
の
努
力
を
続
け
て

hvp安

す
が
、
い
を
だ
実
現
を
み
て
h
f

り
ま
せ
ん
と
と
は
ま
ζ

と
に
遺
憾
で
あ
り
ま

す。
と
の
際
一
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
諸
国
体
と
と
も
に
国
道
一
e

二

七
号
線
バ
イ
パ
ス
の
早
期
建
設
を
関
係
機
舗
に
要
望
す
る
と
と
は
、
当
官
w
k

h
g

け
る
経
説
明
活
動
の
援
r

興
、
市
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

学F

守、~

者ぷ‘蔭

¥，_..; 

え
を
し
て
本
案
を
提
出
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

満
場
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
金
額
い
申
し
上
げ
を
し
て
、
提
案
理
虫

の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉

説
明
は
終
h
p

き
し
た
。

質

疑

答

応

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

。
一
番
(
持
団
守
隆
君
)
と
の
意
見
書
に
つ
い
て
、
提
案
者
念
い
し
賛
成
者

の
方

K
嗣
質
問
を
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
一
二
七
号
緩
館
山
バ

イ
パ
ス
の
建
設

K
あ
た
っ
て
は
、
と
れ
愛
で
反
対
同
盟
の
方
々
が
そ
れ
ま
り

の
署
名
を
集
め
た

b
し
て
、
そ
の
た
め

K
建
設
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
と

と
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
寸

私
は
、
と
の
バ
イ
パ
ス
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
と
の
反
対
同
盟
の

方
々
と
の
円
満
念
解
決
を
早
期

K
図
る
と
と
が
ま
ず
第
一
夜
必
要
で
は
を
い

か
と
い
う
考
え
方
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

P
ま
す
。

し
た
が
い
を
し
て
、
と
の
決
議
案
に
賛
成
乏
い
し
ま
た
提
案
者
の
方
k
b

聞
き
し
た
い
の
は
、
と
の
提
案
w
h

あ
た
り
事
前

K
そ
う
じ
だ
話
し
一
合
い
念
担
、

何
ら
か
の
合
意
左
・
9
、
そ
う
い
っ
た
と
z

と
で
'
事
前
の
折
衝
念

b
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
ζ

と
に
つ
、
い
て
会
伺
い
3

む
た
い
と
思
い
ま
す
c

O
二
四
番
(
和
田
一
郎
君
)
¥
一
一
基
本
的
念
と
と
で
は
、
私
は
一
二
七
号
線
バ
イ

パ
ス
は
必
要
左
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
と

K
同
意
し
て
い
た
だ
き
を
し
て
、

七
名
の
賛
成
議
員
の
賛
同
を
得
て
と
の
意
見
書
を
提
出
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
。

4

個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
は
答
え
る
べ
-
き
だ
J

か
E
ラ
か
わ
か
り
か
ね

ま
す
が
、
二
一
七
号
線
バ
イ
パ
ス
は
ど
う
し
て
も
必
要
念
も
の
で
あ
る
と
確

--: 109-



信
し
て
hv
り
ま
す
。
共
産
党
の
考
え
は
賛
成
で
あ
る
か
念
い
か
ち
主
っ
と
は

っ
き
h
y
わ
か
ら
念
い
よ
う
念
わ
け
で
す
が
、
と
れ
が
必
要
だ
と
い
う
と
と
は

館
山
市
民
等
し
〈
望
ん
で
い
る
と
と
と
考
え
て
な

p
ま
す
。
億
々
の
と
と
は

私
の
答
え
る
べ
き
と
と
じ
宇

i
ー
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
当
局
の

ほ
う
k
b
い
て
ま
た
機
会
を
み
て
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
一
番
〈
神
田
守
隆
窓
〉
終
り
ま
す
。

O
議

長

〈

五

十

嵐

昇

君

)

他

K
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。
i
I
l
御
質
疑
念

し
と
認
め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議
長
(
宜
十
嵐
昇
君
〉

h
F

韓
間
り
い
た
し
ま
す
。

本
案

K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
と

れ
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
車
内
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
意
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た

し
を
し
た
。

< 

討

論

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。

。
一
番
〈
神
田
守
肱
輝
君
)
と
の
意
見
書
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
一
二

七
号
線
の
バ
イ
パ
ス
の
必
要
性
、
と
れ
に
つ
い
て
は
異
論
を
唱
え
る
も
の
で

は
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
二
七
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設
に
あ
た

っ
て
は
関
係
す
る
住
民
と
の
十
一
分
念
話
し
合
い
の
も
と
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

P
き
し
て
、
先
ほ
ど
の
答
弁
k

b
き
ま
し
て
も
そ
と
ら
へ
ん

K
つ
い
て
は
十
分
念
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る

'1 

戸戸、J

と
い
う
ふ
う

K
は
ど
う
し
て
も
思
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
の
路
線
の
問
題
に
つ
い
て
は
‘
計
画
さ
れ
て
い
る
路
線
で
す

け
れ
ど
も
、
と
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
が
、
学
校
環
境
を
磁

波
す
る
と
い
う
よ
う
な
危
換
牲
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
念
り
の
努
力
は
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
十
分
そ
れ

K
つ
い
て
の
懸
念
が
払

拭
さ
れ
て
b
ら
念
い
問
題
。
ぞ
れ
か
ら
道
路
が
計
画
さ
れ
れ
ば
当
然
立
ち
退

き
K
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
宏
い
、
そ
う
し
た
方
々
も
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
か
ら
、

ζ

れ
に
つ
い
て
の
十
分
な
補
償
念
夕
、
責
任
な
り
、
納
得
の
い
〈

ょ
う
念
形
で
本
当

K
話
が
進
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
非
常
K
疑
念
K
思
う
わ

け
で
あ
-
り
ま
す
。

一一一一

と
う
し
た
時
点
の
中
で
、

ζ
う
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
と
い
う
ζ
と
は

か
え
っ
て
一
二
七
号
線
バ
イ
パ
ス
を
促
進
す
る
と
い
う
よ

P
も
無
用
の
混
乱

を
も
た
ら
す
と
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
、
私
は
十
分

念
慎
重
審
査
の
上
と
ラ
い
う
提
案
は
す
べ
き
で
あ
h
y
、
現
時
点
で
は
同
意
で

き
乏
い
と
い
う
と
と
で
あ
り
ま
す
。

。
二

O
番
(
石
井
武
敏
君
〉
と
の
バ
イ
パ
ス
問
題

K
っ
き
委
し
て
は
、
大
変

関
心
を
寄
せ
て
い
る
問
題
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
館
山
市
ば
か
-P
で
は

念
〈
て
安
房
郡
市
広
〈
地
域
的
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
問
題
で
あ
り
ま
す
Q

い
ず
れ

K
し
を
し
て
も
、
バ
イ
パ
ス
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
側
、
と
れ

は
も
う
十
分
時
代
の
趨
勢
K
か
な
っ
た
計
画
で
あ
る
と
い
う
と
と
で
推
進
し

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
逆
K
、
バ
イ
パ
ス
を
反
対
し
て
い
る
側
聞
の
中

K

は
、
実
際
に
土
地
を
バ
イ
パ
ス
路
締
と
し
て
提
供
し
て
い
か
老
け
れ
ば
念
ら

設
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
方
も
事
実
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
そ
う
し
た
先
祖
か
ら
ず
う
っ
と
受
け
継
い
で
き
て
い
る
土
地
を
提

供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
左
ら
念
一
い
と
い
う
悲
運

K
泣
い
て
い
る
立
場
の
人
た

ー110-
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静タ1

一)

ち
の
声
を
開
き
4
Z
ナ
と
、
人
と
し
て
思
わ
ず
専
を
貸
さ
一
な
い
で
は
い
ら
れ
な

い
よ
う
念
気
持
ち
が
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
計
画
は
も
と
も
と
当
初
は
都
市
計
画
道
路
で
あ
り
委
し
た
。
昭
和
田

十
三
年
K
議
決
を
得
て
い
る
路
線
で
あ
る
と
い
う
よ
う

K
聞
い
て
b
り
を
す
。

そ
の
後
都
市
計
画
道
路
を
バ
イ
パ
ス
路
線
と
し
て
復
活
さ
せ
委
し
て
、
国
の

事
業
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
工
う

K
国
に
申
し
入
れ
を
し
た
と
い
う
よ

う
念
経
過
が
あ
る
と
患
い
を
す
。
と
う
い
う
よ
う

K
と
の
バ
イ
パ
ス
計
画
は

も
と
も
と
国
の
事
業
で
あ
り
左
が
ら
出
発
の
時
点
k
b
き
ま
し
て
は
市
当
局

の
主
体
性
と
か
指
導
性
と
い
う
も
の
が
微
妙
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
事
業

で
あ
る
と
い
ラ
ょ
う

K
私
は
考
え
て
b
り
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
、
国
は
市
の
そ
う
い
っ
た
指
導
性
と
か
そ
う
い
う
も
の

を
期
待
し
、
市
も
hv
の
ず
か
ら
そ
う
い
う
も
の
を
認
識
し
左
が
ら
現
在
に
至

っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
か
。
具
体
的
K
言
え
ば
、
聞
は
す
で

K
都
市
計
画
道

路
と
し
て
認
め
ら
れ
た
計
画
の
中
に
バ
イ
パ
ス
計
画
を
の
せ
て
や
る
ん
だ
か

ら
、
市
と
し
て
も
対
住
民
の
問
題
は
地
元
で
十
分
念
話
し
合
い
を
通
じ
ま
し

て
解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
よ
う
在
国
の
姿
勢
が
あ
る
の
で

は
念
い
か
と
考
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
う
し
た
と
と
を
考
え
ま
す
と
、
パ
イ
バ
ス
計
商
を
推
進
す
る
と
い
う
と

と
と
住
民
の
側
と
い
う
と
と
を
考
え
を
す
と
、
と
の
間

K
立
つ
市
当
局
の
果

た
す
役
割
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
を
も
の
が
あ
る
と
私
は
患
い
ま
す
。
と

の
役
割
は
国
で
は
果
た
せ
念
い
役
割
で
あ
り
ま
す
。
直
接
自
分
の
土
地
と
か

か
わ
る
住
民
と
ど
う
い
う
よ
う
を
基
本
的
左
姿
勢
で
接
し
て
い
〈
か
と
い
う

よ
う
な
と
と
が
今
後
の
解
決

K
大
き
た
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
私

は
患
い
を
す
。

予
定
路
線
が
自
分
の
敷
地
に
入

P
組
ん
で
い
る
人
た
ち
は
、

ζ

の
バ
イ
バ

静F

-H 
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ス
の
話
題
が
出
る
た
び

K
非
常
に
先
行
き
。
不
安
を
感
ず
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
と
れ
か
ら
先
自
分
た
ち
は
一
体
ど

D
在
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
と
う
い
っ
た
住
民
の
不
安
を
受
け
と
め
る
た
め
の

機
関
と
か
方
法
と
か
、
あ
る
い
は
言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
受
け
血
に
な
る
も

の
は
全
〈
念
い
わ
け
で
あ
り
愛
す
。
で
す
か
ら
、
先
行
き
不
安
か
ら
と
ん
念

K
心
配
す
る
ん
念
ら
バ
イ
バ
ス
在
ん
か
な
〈
え
っ
て
い
い
と
い
う
よ
う
在
感

情
に
ま
で
発
展
し
か
ね
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
b
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
住
民
の
感
情
を
受
け
と
め
る
た
め
の
誠
意
の
あ
る
受
け
皿
づ

〈

D
と
い
い
安
す
か
、
と
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
ζ

と
が
と
れ
か
ら
市

が
心
し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
授
ら
念
い
問
題
で
は
ま
い
か
と
考
え
る
わ
け
で

あ
り
を
す
。
そ
の
た
め

K
は
、
あ
〈
ま
で
も
住
民
の
側

K
立
つ
と
い
う
と
と

が
肝
心
で
ど
ざ
い
ま
す
し
、
住
民
の
気
持
ち
と
い
う
も
の
を
は
だ
で
感
じ
て

い
〈
と
い
う
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
う
し
た
基
本
的
な
市
の
ド

姿
勢
を
確
立
し
て
と
そ
住
民
が
納
得
し
得
る
よ
う
念
具
体
的
な
方
法
や
方
途

が
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
ま
す
。
ど
う
か
市
当
局

は
今
後
積
極
的

K
住
民
と
対
話
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
と
に
市
の
役

割
と
い
う
も
の
は

b
の
ず
か
ら
備
わ
っ
て
い
〈
ん
だ
と
い
う
ふ
う
K
感
じ
を

す
の
で
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
路
事
情

K
っ
き
嘩
仇
し
て
は
、
反
対
側
も
賛
成
側
も
す
で

K
胸
襟
を
開
い

て
討
議
を
す
る
時
期

K
は
十
分
き
て
い
る
と
判
断
し
て
-b
り
ま
す
6

b
互
い

K
相
互
の
立
場
を
考
え
な
が
ら
、
将
来
館
山
市
の
道
路
は
い
か

K
あ
る
べ
き

か
、
私
た
ち
が

1
1
大
げ
さ
に
ヰ
耳
目
え
ば
、
子
孫

K
残
す
た
め
に
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
と
と
を
が
互
い
が
胸
襟
を
聞
い
て
広
い
視
野

K
立
つ
で
討
議
を

す
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
を
す
。
で
す
か
ら
予
と
う
い
う
重

要
な
時
期
に
な
っ
て
い
る
ぎ
な
か
の
市
当
局
の
対
応
の
仕
方
、
と
れ
を
御
研

-111ー



究
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

以
上
述
べ
ま
し
た
理
由
K
よ
り
ま
し
て
私
は
本
議
案

K
賛
成
す
る
も
の
で

あ
歩
ま
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
0

0
議

長

〈

五

十

嵐

昇

君

〉

他

K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

O

一
八
番
〈
流
山
源
次
郎
君
)
私
は
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
K
賛
成
す
る
も

の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
す
で
に
御
承
知
の
と
h
u
b
J
、
つ
い
最
近
k
h
v
者
ま
し
て
川
名
の

篠
の
か
け
か
え
を
や
っ
た
た
め
に
、
船
形
川
名
地
区

K
L
V
い
て
は
非
常

K
商

庖
衡
に
か
け
る
と
と
ろ
の
交
通
の
バ
ニ
タ
ク
と
い
う
も
の
が
発
生
し
委
し
て

そ
の
当
時
、
親
戚
の
顔
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
仕
方
在
し

K
反
対
の
署

名
を
し
た
者
自
体
も
、
ま
た
商
庖
自
体
が
、
反
対
し
た
人
自
体
が
、
「
と
ん

念
交
通
の
バ
エ
ッ
ク
と
い
う
と
と
が
起
き
た
ん
で
は
、
も
う
と
て
も
や
っ
て

い
け
な
い
」
、
「
一
刻
も
早
〈
と
れ
に
か
わ
る
バ
イ
パ
ス
線
を
つ
〈
っ
て
〈

れ
」
、
と
い
う
滋
論
が
喚
起
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
と
し

て
も
館
山
、
船
形
地
区
の
あ
の
非
常
な
交
通
の
パ
ニ
ァ
ク
を
防
ぐ
た
め

K
早一

期
実
現
を
hv
願
い
い
・
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
議

長

〈

五

十

嵐

昇

怠

〉

他

K
討
論
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

O
二
九
番
(
安
西
益
男
君
)
私
も
賛
成
の
立
場
か
ら
若
干
考
え
て
い
る
と
と

を
述
べ
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
の
問
題

K
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
私
自
体
反
対
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ

御
相
談
を
受
け
て
、
か
な
h
y
議
会
で
も
と
う
い
っ
た
点
で
当
局
の
話
を
聞
い

た
わ
け
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
調
べ
て
い
き
ま
す
と
、
現
地
も
調
べ
・
ま
し
た

し
、
ま
た
国
会

K
も
ζ

の
問
題
に
つ
い
て
連
絡
を
と
っ
て
検
討
し
た
わ
け
で

す
が
、
実
際
署
名
等
で
も
相
当
な
反
対
の
署
名
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
し
か

し
‘
本
当

K
調
べ
て
み
ま
す
と
、
本
当

K
ど
〈
少
数
の
反
対
者
と
い
う
と
と

ド

仁
4fν

一C
1一

き

が
わ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

長
年
の
館
山
の
交
通
緩
和
と
い
い
ま
す
か
、
人
命
尊
重
と
い
う
面
か
ら
も

ど
う
し
て
も
早
期
実
現
と
い
う
と
と
は
館
山
市
の
発
展
の
上
か
ら
も
欠
〈
べ

か
ら
ざ
る
大
き
左
問
題
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
点
で
、
い
を
話
し
合
い
も
若
干
し
て
き
た
と
い
う
と
と
も
聞
い
て

会
り
ま
す
が
、

B
T
〈
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
地
元
と
の
話
し
合
い
を
極
力
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
-
を
た
要
望
も
極
力
そ
れ

K
沿
え
る
よ
う
念
そ
う
い
っ

た
方
向

K
市
自
体
も
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

そ
う
い
ョ
え
と
と
か
ら
、
実
際
の
全
国
的
な
倒
を
見
ま
す
と
、
ど
と
で
も

素
直

K
念
ん
て
い
う
と
と
は
あ
り
得
乏
い
の
が
実
情
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
と

う
い
ョ
た
点
全
国
的
左
側
か
ら
し
て
ほ
と
ん
ど
変
更
を
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う

に
は
な
い
と
い
う
、
国
会
の
私
ど
も
国
会
議
員
の
調
査
に
よ
っ
て
出
て
き
て

い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
点
で
、
発
展
と
い
う
面
か
ら
、
ま
た
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
人

命
の
尊
重
と
い
う
函
か
ら
も
、
一
日
も
早
く
実
現
の
方
向
wれ
も
っ
て
い
っ
て

い
た
だ
黄
み
ん
い
、

ζ

う
い
う
要
望
を
も
ち
ま
し
て
本
案

K
対
ナ
る
賛
成
の
討

論
と
い
た
し
ま
す
。

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)

と
認
め
ま
す
。

*.:2_~九~語、‘~涌曲面
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他
K
討
論
ど
ざ
い
さ
せ
ん
か
。

i
1
討
論
念
し

採

決

。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
〉
と
れ
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
起
立

K
£

b
行
い
を
す
。

本
案
を
原
案
ど

b
p可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〈
賛
成
者
起
立
〉

ド同



〉
J
R
V

。
議
長
〈
五
十
嵐
昇
素
〉
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案

ど
b
h
y
可
決
さ
れ
を
し
た
。

継

続

審

査

に

つ

い

て

O
議
長
〈
五
十
嵐
昇
君
〉
と
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
二
月
九
日
の
本
会
議

k
b
い
て
文
教
民
生
委
員
会

K
付
託
さ
れ
ま

し
た
請
願
第
四
号
館
山
幼
稚
園
園
舎
早
期
建
設
実
漢
に
関
す
る
請
願
書
に
つ

い
て
、
委
員
長
か
ら
会
議
規
期
第
七
十
五
条
の
規
定

K
よ
り
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
さ
れ
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

hv
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
請
願
書
を
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と

b
p閉

会
中
の
継
続
審
査
と
い
た
し
ま
す
と
と

K
御
異
議
あ

P
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

開

会

午
前
十
一
時
二
十
二
分
閉
会

O
議
長
(
五
十
嵐
昇
君
)
以
上
で
本
定
例
会

K
付
議
さ
れ
ム
ま
し
た
案
件
は

す
べ
て
議
了
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
ζ

れ
K
て
第
四
国
市
議
会
定
例
会
を
閉

会
い
た
し
ま
す
。

。
本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
議
案
第
六
十
一
号
乃
至
議
案
第
六
十
九
号

一
、
発
議
案
第
四
号

一
、
継
続
審
査
に
つ
い
て

一三

J
主
事

9

、、

地
方
自
治
法
第
百
こ
十
三
条
第
こ
演
の
規
定
旅
h
a
h
y
零
名
す
石
。

館
山
市
議
会
議
長

館
山
市
議
会
議
員

渡

館
山
市
議
会
議
員

五伊

十

嵐辺

昭

藤

幸

昇夫

太

郎

-113-
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